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▲開会 午後２時５９分 

○高市議長 それでは、ただ今から平成２３年第２回流山市農業委員会総会を

開会いたします。 

ただ今のところ、出席委員は１６名中１５名で定足数に達しておりますの

で、会議は成立していることを御報告いたします。 

なお、１０番、渋谷委員から欠席する旨届出がありましたので、御報告い

たします。 

次に、本日の総会の議事録署名委員の指名を行います。 

流山市農業委員会会議規則第１４条第１項に規定する議事録署名委員です

が、議長から指名させていただくことに御異議ございませんか。 

（なしの声あり） 

○高市議長 異議なしと認めます。５番、大作委員、７番、小林委員を指名い

たします。 

次に、会議書記の指名をいたします。本日の会議の書記として岡田副主査

を任命いたします。 

 次に本日の総会の議案につきまして、事務局より説明をお願いします。吉

田次長。 

◎吉田次長 お手元に配布させていただきました議案書の会議目次を御覧いた

だきたいと存じます。 

本日、御審議いただく案件といたしましては、議案第７号の「農地法第５

条の規定による許可申請について」から、議案第１０号の「特定農地貸付け

に関する農地法等の特例に関する承認申請について」までの４議案について、

御審議いただきたいと存じます。 

また、報告事項といたしましては、報告第４号の「合意解約の通知につい

て」から、報告第７号の「専決処理の報告について」までの４項目について

御報告させていただきたいと存じます。 

以上でございます。 

○高市議長 ただいまの説明について、何か御意見、御質問ございますか。 

（なしの声あり） 

○高市議長 なしと認めます。 

次に、今月の担当委員長であります渋谷委員が欠席のため、今月の委員長

報告は大作副委員長が行いますので御了承願います。 

 

○高市議長 これより議事に入ります。 

 それでは、議案第７号「農地法第５条の規定による許可申請について」（恒

久転用）を議題といたします。 
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議案の説明を求めます。吉田次長。 

◎吉田次長 議案書の１ページでございます。 

議案第７号 

農地法第５条の規定による許可申請について（恒久転用) 

農地法第５条の規定による許可申請を次のとおりとする。 

平成２３年２月２１日提出 

流山市農業委員会長 高市 正義 

初めに１番からでございますが、次の２番そして３番の案件につきまして

も、権利者が同じ法人でございまして、申請内容や転用目的も同じとした案

件でございますので、１番から３番までを一括して御説明させていただきま

す。 

まず、１番から３番までの権利者でございますが、権利者は柏市高田に住

所を置く法人でございまして、コンクリートの製造販売や建築資材販売など

の事業を営んでいる法人でございます。 

  次に、申請のありました土地でございますが、申請地は流山市野々下一丁

目の農地でございまして、申請面積は１番から３番までの合計で１１筆、申

請面積は５，２３１㎡でございまして、転用目的につきましては、資材置場

用地とするものでございます。 

議案案内図につきましては１ページと２ページでございます。 

次に、議案書の２ページ、４番でございます。 

初めに権利者でございますが、権利者は東京都足立区に在住されている方

でございまして、義務者との関係は親子でございます。 

次に、申請のありました土地でございますが、申請地は流山市駒木台の畑、

１筆、申請面積は３４４㎡でございまして、転用目的につきましては、専用

住宅用地とするものでございます。 

議案案内図につきましては３ページと４ページでございます。 

今月の５条許可申請は、以上の４件でございます。 

○高市議長 本案について、担当委員長から現地調査及び審議結果について報

告を求めます。大作副委員長。 

◎大作副委員長 議案第７号「農地法第５条の規定による許可申請について」

御報告いたします。 

今月の案件は、恒久転用によるものが４件であります。 

そのうち、１番から３番については、同一目的の案件であります。 

本案については、それぞれ現地調査と申請関係者からのヒアリングを行っ

ております。 

最初に、１番から３番でありますが、転用目的につきましては、資材置場
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にしようとするものであります。権利者は、柏市で主として生コンクリート

の製造販売等を行っており、従業員数は２５人雇用し、年商は約１３億円の

事業所でございます。 

現在は、柏市内と野田市内に資材置場を借りておりますが、柏市内の資材

置場については、契約期間の満了及び土地区画整理事業の進捗に伴い、２月

末で当該土地を返却しなければならないということでございます。このため、

柏市内で土地を探したということですが、適地が見つからず、また、流山市

内では、今後、申請地を中心に、造成工事が多数見込まれることから申請に

至ったものであります。 

計画施設の内容につきましては、隣接する山林などを含め、１２，８０４．

７１㎡の整地工事を行い、そのうち、資材置場の面積は５，２３１㎡で、生

コンクリートの製造用資材、再生砕石、建設資材置場として使用するもので

ございます。 

次に、周辺農地への被害防除対策についてでございますが、敷地内の表土

は砕石を敷き、雨水については、申請地内流末に３１０㎥の調整池を設ける

計画でございます。資材の砂などの飛散対策としては、シートを覆い対応す

るとのことでした。また、申請地の法面は３０度以下とし、芝の種子を吹き

付けや芝の貼り付け等を行い、土砂の流出を防止するため、周囲には土を小

山状に盛り上げる計画でございます。 

次に、隣接する農地所有者への事業説明も行っており、特に意見などはな

かったとのことでございました。 

また、資材置場の出入り口の安全対策につきましては、必要に応じてガー

ドマンを配置して対応するとのことでございます。 

次に、申請地の農地区分についてでございますが、申請地は、とうかつ中

央農協八木支店の北側約１５０ｍに位置し、周囲は、山林、宅地となってお

り、生産性の低い農地であることから、第２種農地と判断いたしました。 

次に、資金計画につきましては、用地費が６千万円、整地費が４千万円、

その他５百万円、計１億５百万円で、全額自己資金で賄うとのことでござい

まして、金融機関からの残高証明書が添付されておりましたが、運転資金と

して利用するため、一部借り入れをするとのことでございました。 

最後に、他法令につきましては、造成協力地の一部が森林法に該当するた

め、届け出をするよう指導いたしました。 

次に４番でありますが、転用目的につきましては、分家住宅を建築しよう

とするものであります。権利者は、現在東京都足立区の共同住宅に住んでお

りますが、将来のことを考え、自己住宅の新築を計画し、両親に相談したと

ころ了承を得たことから、申請に至ったものであります。 
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次に、周辺農地への被害防除対策についてでございますが、隣接農地につ

いては、今回の申請地の残地が残るだけでありますので、適正に管理するよ

う指導いたしました。 

次に、汚水・雑排水については、合併浄化槽を設置し、申請地北側の道路

埋設管へ放流する計画であります。また、雨水は、敷地内で浸透処理する計

画でございます。 

次に、申請地の農地区分についてでございますが、申請地は、柏市立西原

小学校の北東１００ｍに位置する農地で、周囲は、住宅地が連担しており、

生産性の低い農地であることから、第２種農地と判断いたしました。 

次に、資金計画につきましては、建設費が３，３６０万円で、そのうち３

千万円は夫の借入金、３６０万円は自己資金で賄うとのことでございまして、

金融機関からの融資証明書及び残高証明書が添付されておりました。 

また、夫の借入金を妻が住宅資金に充当するに当たり、夫の承諾書が添付

されております。 

最後に、他法令につきましては、都市計画法が該当し、現在申請中とのこ

とでありました。 

以上、関係者からのヒアリングや現地調査、また、これらのことをもとに、

農地法第５条の許可基準となっている、農地区分は第何種農地であるかの「立

地基準」や申請目的実現の確実性、周辺農地への影響、資金力、他法令の許

可の見込みなどについて審査する「一般基準」、また、申請面積は妥当かなど

の「転用目的別の基準」などから審査を行ったところ、本案につきましては、

全会一致をもって許可相当という結論に達しました。 

以上でございます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○高市議長 御苦労さまでした。 

これより、本案に対する質疑に入ります。 

  質疑をお持ちの方は、挙手をお願いいたします。 

◆１２番（秋間委員）資材置場の件についてなんですけれども、交通安全対策

は必要に応じて行うということで報告ありましたけれども、必要に応じてと

いうことは具体的にはどのような形で行っていくのか、時間帯等はどうなの

か、また、ここの出入り口というのは通学路に当たっているのかどうか、そ

の点についてお聞かせ願います。また、車の出入りについてはどの程度の頻

度で行うのか、車の大きさも含めて、その辺お分かりになりましたらお願い

いたします。 

○高市議長 事務局。 

◎吉田次長 ただ今の交通安全に関連する御質問でございますけれども、まず、

資材の搬出入につきましては、大型ダンプ、４トンミキサー車が中心という
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ことですが、仕事の関係上、１日当たり決まった定時での出入りはないとい

うことでございます。仕事の多い日には車の出入りも多くなる場合もある、

仕事のない日には少ないし、出入りのない日もあるということで、一概に定

期的に何台の出入りということはないということでございました。出入口は、

通学路となっておりますので、この点も含めましてですね、出入りが多いと

き、仕事が入って多くなった場合には、ガードマンを配置するなどして交通

安全対策を取って行きたいということでした。また、この会社では毎週月曜

日だったと思いますが、朝礼を行っているというお話もされておりました。

ヒアリングの際には社長さん自らがいらっしゃったんですが、朝礼の際にも

交通安全については十分注意して運行するようにということで、社員の方た

ちに徹底させているというお話でございました。 

◆１２番（秋間委員）出入り口が通学路とのことですので、その時間帯につい

ては、出入りの時間は決まっていないということですけれども、運行は避け

ていただいてですね、やむを得ず運行するときは必ず通学時間帯にはガード

マンを配置するなど事務局の方から働きかけをしていただきたいと思います。

特に信号に近い出入り口になっておりますので、そういう部分の危険性も考

えられると思いますので、十分安全対策については御指導のほどよろしくお

願いいたします。 

◎吉田次長 事務局からもその点につきましては申請者の方に、十分注意しな

がら運行するように申し伝えたいと思います。 

◆１１番（戸部委員）申請地内には都市計画道路３・４・１０号線が計画され

ていると思いますが、これには影響がないのでしょうか。それからもう一つ、

権利者はおおたかの森に３００坪の土地を所有していて、将来的にそこに本

社を移転するということをお聞きしましたけれども、その点についてはどう

なんでしょうか。 

◎吉田次長 まず、１点目の都市計画道路の関係でございますが、今回の申請

地の東側の一部でございますが、ただ今御質問がございましたように都市計

画道路３・４・１０号線の一部がこちらに掛かっております。この都市計画

道路につきましては、決定はされておりますが、具体的な施工時期について

は全く未定ということを聞いております。この点については申請者の方にも

確認をしておりまして、申請者の方もこの都市計画道路の一部が東側に掛か

っているということは承知しているということでございました。また、今回

の転用目的は資材置場ということで、また、建物等も立てられない区域であ

ることは十分承知しているということで、建物は建てず、資材置場として使

用して行くということでございました。 

  なお、将来的にこの都市計画道路の話が進むようなことがありましたら、
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その時には会社としても協議を詰めたいということでございました。 

  それからおおたかの森の３００坪の土地への移転ということでございます

が、ただ今この会社柏市の高田にございますが、おおたかの森駅の周辺でし

ょうか、こちらに会社の所有地として３００坪所有しているということでご

ざいます。今後造成工事が終わりましてですね、今の見通しですと約２年後

くらいに流山の方に本社を移転したいと考えているそうでございます。これ

はある程度具体的に進んでいるようでございまして、これが実現されれば流

山市の財政にもある程度寄与するのではないかと思われます。 

◆１１番（戸部委員）分かりました。 

○高市議長 ほかに質問ございますか。 

（なしの声あり） 

○高市議長 質疑なしと認めます。 

これより採決を行います。 

議案第７号について、原案のとおり許可することに賛成の方は挙手をお願  

いします。 

  挙手、全員であります。 

よって議案第７号については、原案のとおり許可することに決定いたしま

した。 

ありがとうございました。 

 

○高市議長 次に、議案第８号「農用地利用集積計画の決定について」を議題

といたします。 

  事務局より議案の説明を求めます。吉田次長。 

◎吉田次長 議案書の３ページでございます。 

議案第８号  

農用地利用集積計画の決定について 

農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定による諮問が次のとおりあ

ったので、意見を求める。 

平成２３年２月２１日提出  

流山市農業委員会長 高市 正義 

今月は、５件の諮問がございました。 

初めに、１番から３番までにつきましては、新規によるものでございます。 

最初に１番でございますが、利用権を設定する土地につきましては、流山

市平方にございます農地で、田、１筆、１，０２４㎡でございます。 

議案案内図につきましては、５ページでございます。 

次に、２番でございますが、利用権を設定しようとする土地は、流山市西
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深井の畑、１筆で１，００４㎡でございます。 

議案案内図につきましては、６ページでございます。 

次に、３番でございますが、利用権を設定しようとする土地は、流山市平

方の田、１筆で１，０３１㎡でございます。 

議案案内図につきましては、５ページでございます。 

以上、今月の新規分は３件で、この合計面積といたしましては、３，０５

９㎡でございます。 

続きまして、４ページを御覧いただきたいと思います。 

４番から５番につきましては、更新によるものでございます。 

初めに、４番でございますが、利用権を設定しようとする土地は、流山市

平方の田、１筆、１，０３１㎡でございます。 

議案案内図につきましては、５ページでございます。 

なお、本件の農地につきましては、これに関連いたしまして、合意解約の

通知書の提出がございましたので、ここで報告第４号につきましても御説明

をさせていただきたいと思います。 

議案書の９ページをお開きいただきたいと思います。 

報告第４号  

合意解約の通知について 

農地法第１８条第６項の規定により、次のとおり通知があったので報告す

る。 

平成２３年２月２１日報告  

流山市農業委員会長 高市 正義 

合意解約の通知のありました農地は、流山市平方にございます田、１筆、

１，０３１㎡でございまして、この農地は議案第８号の４番と同一の農地で

ございます。 

本件土地につきましては、これまで農用地利用集積事業を活用いたしまし

て、流山市平方の方が耕作を行っていた農地でございましたが、水田の基盤

が深く耕作の継続が困難となってきたことから、ここで合意解約が行われた

ものでございます。 

このため、今後、新たに耕作してくれる方を探しましたところ、今回の利

用集積の４番の権利者の方がこの農地を引き継ぎ、耕作を行ってくれること

になったというものでございます。 

続きまして、恐れ入りますが、議案書の４ページに戻っていただきたいと

思います。 

最後に、５番でございますが、利用権を設定しようとする土地は、流山市

平方の畑、４筆で１，７８２㎡でございます。 
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議案案内図につきましては、７ページでございます。 

以上、今月の更新分は２件で、この合計面積はといたしましては、２，８

１３㎡でございます。 

また、新規と更新の合計といたしましては、５件、８筆、５，８７２㎡で

ございます。 

引き続き、利用集積事業の推進に御尽力をいただけますようよろしくお願

い申し上げます。 

以上でございます。 

○高市議長 本案について、担当委員長から審議結果について報告を求めます。

大作副委員長。 

◎大作副委員長 議案第８号「農用地利用集積計画の決定について」御報告い

たします。 

今月の案件は、新規によるものが３件、更新によるものが２件であります。 

最初に新規の１番でございますが、権利者の職業は兼農で年齢は７１歳で

あります。また、営農状況については、耕作面積が約２．４ヘクタールで、

農業従事者は３名であります。 

次に現地の状況ですが、対象農地の田は、耕起された状況でございました。 

本件については、３年間の利用権を新たに設定しようとするものでありま

す。 

次に、２番でございますが、権利者の職業は農業で年齢は５６歳でありま

す。また、営農状況については、耕作面積が約５．４ヘクタールで、農業従

事者は５名であります。 

現地の状況ですが、対象農地の畑は、耕起された状況でございました。 

本件については、３年間の利用権を新たに設定しようとするものでありま

す。 

次に、３番でございますが権利者の職業は農業で年齢は４０歳であります。

また、営農状況については、耕作面積が約１．１ヘクタールで、農業従事者

は２名であります。 

現地の状況ですが、対象農地の田は、休耕地の状況でございました。 

本件については、３年間の利用権を新たに設定しようとするものでありま

す。 

次に、更新分の４番でございますが、新規の３番と同じ権利者でございま

す。 

現地の状況ですが、対象農地は田で、稲刈り後の状況でございました。 

本件については、平成２２年１１月に権利者が耕作が困難な状況となった

ことから利用権の中途解約となった農地でありますが、新たな耕作者が３年
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間の貸借を設定しようとするものであります。 

次に、５番でございますが、権利者の職業は農業で年齢は６０歳でありま

す。また、営農状況については、耕作面積が約１．９ヘクタールで、農業従

事者は３名であります。 

現地の状況ですが、対象農地の畑は、キャベツの収穫後でございました。 

本件については、今年で貸借期間が満了となるため、引続き３年間の利用

権を設定しようとするものであります。 

以上のことをもとに審議しましたところ、計画要請の内容は、経営面積、

従事日数など、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たして

おります。 

よって、本案につきましては、全会一致をもって、承認相当という結論に

達しました。 

以上でございます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○高市議長 ありがとうございました。なお、本案のうち１番については、吉

田委員に関係する案件でありますので、農業委員会等に関する法律第２４条

第１項の規定により、吉田委員に退席を願い、先に審議いたします。 

  吉田委員の退席を求めます。 

（吉田委員退席） 

○高市議長 これより、本案のうち１番に対する質疑に入ります。 

質疑をお持ちの方は挙手をお願いいたします。 

（なしの声あり。） 

○高市議長 質疑なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 議案第８号のうち１番について、原案のとおり承認することに賛成の方は  

挙手をお願いします。 

  挙手、全員であります。 

よって議案第８号のうち１番については、原案のとおり承認することに決

定いたしました。 

吉田委員の除斥を解きます。 

（吉田委員入室） 

○高市議長 次に、本案のうち２番から５番に対する質疑に入ります。 

質疑をお持ちの方は、挙手をお願いいたします。 

（なしの声あり） 

○高市議長 質疑なしと認めます。 

これより採決を行います。 

議案第８号のうち２番から５番について、原案のとおり承認することに
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賛成の方は挙手をお願いします。 

  挙手、全員であります。 

よって議案第８号のうち２番から５番については、原案のとおり承認す

ることに決定いたしました。 

ありがとうございました 

 

○高市議長 次に、議案第９号「相続税の納税猶予に係る特例農地等の利用状

況の確認について」を議題といたします。 

  議案の説明を求めます。吉田次長。 

◎吉田次長 議案書の６ページをお開きください。 

議案第９号  

相続税の納税猶予に係る特例農地等の利用状況の確認について 

相続税の納税猶予に係る特例農地等の利用状況の確認を次のとおりとする。 

平成２３年２月２１日提出  

流山市農業委員会長 高市 正義 

今月は、３件でございます。 

初めに１番でございますが、特例を受けている農地につきましては、流山

市十太夫にございます田、３筆、１，７６７．０３㎡と、畑、７筆、１１，

６４７．４３㎡でございまして、合計では、１０筆で１３，４１４．４６㎡

でございます。 

議案案内図につきましては、８ページでございます。 

次に、２番でございますが、特例を受けている農地につきましては、流山

市木にございます田、４筆、２，９１４．０７㎡と、畑５筆、２，６４７．

９４㎡でございまして、合計では、９筆で５，５６２．０１㎡でございます。 

議案案内図につきましては、９ページでございます。 

次に、３番でございますが、特例を受けている農地につきましては、流山

市流山６丁目及び８丁目にございます畑３筆、１，１４２㎡でございます。 

議案案内図につきましては、１０ページから１１ページでございます。 

今月の利用状況の確認につきましては、以上の３件でございます。 

○高市議長 本案について、担当委員長から現地調査及び審議結果について報

告を求めます。大作副委員長。 

◎大作副委員長 議案第９号「相続税の納税猶予に係る特例農地等の利用状況

の確認について」御報告いたします。 

本案につきましては、相続税の納税猶予の適用を受けてから２０年を迎え

ることから、この適用農地の利用状況の確認について松戸税務署から依頼が

あったものでありまして、今回は３件の現地調査を実施し、審議を行いまし



11 

た。 

現地の状況でありますが、１番の対象農地につきましては、一部の農地で

は果樹園として管理されておりましたが、他の農地は、新市街地地区一体型

特定土地区画整理事業地区内のため、造成工事が行われておりました。 

次に、２番の対象農地でございますが、一部の農地では作付けされ、管理

されておりましたが、他の農地は、木地区一体型特定土地区画整理事業地区

内のため、造成工事が行われておりました。 

次に、３番の対象農地でございますが、耕起が行われ、適正な管理が行わ

れておりました。 

以上のことをもとに審議しましたところ、本案の１番、２番については、

１部の農地は、「自ら農地として使用」、他の農地については「土地区画整

理事業区域内で造成中」として回答、３番については、「自ら農地として使

用」として回答するという結論に達しました。 

以上でございます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○高市議長 御苦労さまでした。 

これより、本案に対する質疑に入ります。質疑をお持ちの方は挙手を願い

ます。 

（なしの声あり） 

○高市議長 質疑なしと認めます。 

  これより採決を行います。 

 議案第９号について、原案のとおり回答することに賛成の方は挙手をお願

いします。 

  挙手、全員であります。 

よって議案第９号については、原案のとおり回答することに決定いたしま

した。 

ありがとうございました。 

 

○高市議長 次に、議案第１０号「特定農地貸付けに関する農地法等の特例に

関する承認申請について」を議題といたします。 

  議案の説明を求めます。吉田次長。 

◎吉田次長 議案書の８ページを御覧いただきたいと思います。 

議案第１０号  

   特定農地貸付けに関する農地法等の特例に関する承認申請について 

特定農地貸付けに関する農地法等の特例に関する法律第３条第１項の規定

による承認申請を次のとおりとする。 

平成２３年２月２１日提出 
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 流山市農業委員会長 高市 正義 

初めに農園名でございますが、農園名は西深井農園でございまして、申請

がありました農地は、畑、２筆で１，６６６㎡でございます。 

１区画当たりの面積は３０㎡、貸付け区画数は３８区画でございます。 

また、貸付条件につきましては、１世帯１区画で期間は３年間でございま

す。 

本案につきましては、流山市が現在開設しております市民農園のうち、西

深井農園の貸付期間がここで満了を迎えるため、引き続きこれを継続して開

設していくための手続きとして申請があったものでございます。 

議案案内図につきましては、１２ページでございます。 

以上でございます。 

○高市議長 本案について、担当委員長から現地調査及び審議結果について報

告を求めます。大作副委員長。 

◎大作副委員長 議案第１０号「特定農地貸付けに関する農地法等の特例に関

する承認申請について」御報告いたします。 

  本案につきましては、現地調査と関係者からのヒアリングを行いました。 

特定農地貸付けに関する農地法等の特例に関する法律第３条の規定より、

都市住民等への趣味的な農地の利用を目的とした農地の貸付けに当たっては、

農業委員会の承認が必要となります。 

市民農園につきましては、流山市シルバー人材センターが実施主体となり、

市が農家から借りた農地を１区画当たり３０㎡に区画し、市民に貸付けを行

うものでございます。 

市と流山市シルバー人材センターでは、市民農園の農地の適切な管理・運

営の確保、周辺地域への支障を及ぼさないことのほか、貸付の中止、又は廃

止する場合について定めた貸付協定書を平成２３年１月２５日に締結し、今

回の申請となったものでございます。 

申請のあった、西深井農園についてでございますが、平成２３年３月末ま

で市が借り上げている市民農園でありますが、所有者が変更となることから

他の市民農園と同時期に更新ができなかったところでございます。 

このことから、市は、西深井地域内で新たな市民農園に適した農地を探し

ておりましたが、農地の広さ、周辺環境など、市民農園として適した新たな

農地を確保することができない状況でございました。また、市民からも西深

井農園の存続について多くの要望が寄せられたことから、新規所有者と市民

農園の継続使用について交渉を重ね、所有者の理解を得たことから更新承認

申請に至ったとのことでございます。 

次に、流山シルバー人材センターが行う営農指導や病害虫への対策が懸念
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されましたが、利用者にパンフレット類を配布し、指導しているとのことで

ございました。 

また、市民農園の利用者の募集につきましては、広報ながれやまで募集を

行い公開抽選会により決定するとのことでございました。 

以上のことをもとに審議しましたところ、特定農地貸付けに関する農地法

等の特例に関する法律第３条第３項に定める、市民農園としての適切な位置、

妥当な規模、利用者の募集方法及び公正かつ適正な選考の方法、農地の適正

な管理・運営の確保、周辺農地への支障を及ぼさないことなどの各要件に該

当することから全会一致をもって承認相当という結論に達しました。 

以上でございます。よろしく御審議をお願いいたします。 

○高市議長 御苦労さまでした。 

これより、本案に対する質疑に入ります。質疑をお持ちの方は挙手を願い

ます。 

◆１１番（戸部委員）一つは所有者から１反歩いくらくらいで借りているので

しょうか。それからもう一つは１区画３０㎡なんですけれども、いくらでお

貸ししているのでしょうか。 

◎吉田次長 まず１点目の賃借料でございますが、１反当たりに換算いたしま

すと２万円でございます。ほぼ標準の賃借料かと思います。 

  ２点目の１区画当たりの市民への貸付料金でございますが、１区画３０㎡、

１年間の利用料が１万円でございます。 

○高市議長 ほかにございますか。 

（なしの声あり） 

○高市議長 質疑なしと認めます。 

  これより採決を行います。 

 議案第１０号について、原案のとおり承認することに賛成の方は挙手をお

願いします。 

  挙手、全員であります。 

よって議案第１０号については、原案のとおり承認することに決定いたし

ました。 
 

○高市議長 次に、報告第４号「合意解約の通知について」は、議案第８号の

４番の議案説明に代えさせていただきます。 

 

○高市議長 次に、報告第５号「地目変更登記申請に係る登記官からの照会に

ついて」報告を求めます。吉田次長 

◎吉田次長 議案書の１０ページを御覧いただきたいと思います。 
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報告第５号  

地目変更登記申請に係る登記官からの照会について 

地目変更登記申請に係る登記官からの照会が次のとおりあったので、報告

する。 

平成２３年２月２１日報告  

流山市農業委員会長 高市 正義 

照会のありました土地は、流山市平方にございます畑、１筆、１８０㎡で

ございます。 

本件につきましては、この土地の登記簿地目を畑から宅地に地目変更をす

るため、千葉地方法務局松戸支局に地目変更登記申請が提出されたものでご

ざいますが、農地法に関する必要な手続きが完了していなかったため、法務

局から照会があったものでございます。 

議案案内図につきましては、１３ページでございます。 

この法務局からの照会について回答をする場合には、原則として、小委員

会での現地調査並びに総会での決定をいただき回答を行っているところでご

ざいます。 

しかしながら、法務局からの照会を受け、回答を行う際には、国からの通

達により、登記官が照会した日から２週間以内に回答することとされており

ます。 

このため、本件につきましては、期限内の回答を行うため、今月、２月８

日の日に、今回の照会地である平方地域に近い農業委員さん、石井職務代理

者、小林委員、根本委員の３名に現地調査をお願いし実施させていただきま

した。 

また、現地調査の際には、土地所有者からの聴取も行っていただきました。 

初めに、この土地につきましては、平成１２年７月に農地法第５条の許可

を受けて転用を行っている土地でございました。 

許可を受けた当時の転用目的は資材置場用地とするもので、当初は資材置

場として使用しておりましたが、近年の不況等の状況から営業規模の縮小に

伴い、平成１９年に会社本店を中野久木からこの平方に移転して現在に至っ

ているということでございまして、現在の現況といたしましては宅地の一部

として使用されておりました。 

このため、本件の回答といたしましては、転用許可の有無については、「許

可有り」、現況地目としては「非農地」、また、原状回復命令については、周

囲の状況から農地区分が第２種農地と判断できるため、「原状回復命令は行わ

ない」として回答をさせていただきました。 

最後になりますが、本件につきましては、許可を受けた当初は、転用許可
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の目的どおりに使用しておりましたので、その時に地目を変更していれば問

題は無かったものでございますが、地目はそのままになっていたため、今回

の照会があったものでございまして、土地所有者の方へは、この点につきま

しても、一連の手続きを最後まできちんとするように農業委員さんから御指

導をしていただいたところでございます。 

以上でございます。 

○高市議長 ただいま報告がありましたが、御質問、御意見がございましたら

承ります。 

（なしの声あり） 

○高市議長 特にないようですので、次に進みます。 

 

○高市議長 次に、報告第６号「平成２２年賃借料水準について」報告を求め

ます。吉田次長 

◎吉田次長 議案書の１１ページを御覧いただきたいと思います。 

報告第６号  

平成２２年賃借料水準について 

平成２２年の田(水稲)及び畑(普通畑)の賃貸借における賃借料水準（１０a 

当たり）を、次のとおり報告する。 

平成２３年２月２１日報告  

流山市農業委員会長 高市 正義 

本件につきましては、従来から行っておりました標準小作料制度が廃止さ

れたところでございますが、この標準小作料に代わりまして、「実際に農地の

貸し借りをしている賃借料はいくらか、農用地利用集積事業や農地法の第３

条許可の場合の賃借料を調査して、その賃借料の状況について農家の皆様に

情報を提供することとされたところでございます。 

今回、平成２２年の１月～１２月までの一年間の新たな集計ができました

ことから、これから農地の貸し借りを行う方への賃借料を決める際の参考と

していただくために、これを今後、市のホームページなどを使いまして情報

提供を行っていきたいというものでございます。 

水田それから畑の賃借料のそれぞれの額につきましては、議案書に記載さ

せていただきましたとおりでございます。 

以上でございます。 

○高市議長 ただいま報告がありましたが、御質問、御意見がございましたら

承ります。 

◆１１番（戸部委員）ここに玄米３０㎏当たり１０，１６４円と記載してあり

ますけれども、現実的にはもっと下がってきていると思うんですけれども、
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その辺はどのように判断して、将来はどうなるのか、その見解についてお尋

ねします。 

◎岡田局長 確かに事務局の方ではこのように３０㎏当たりで換算させていた

だいておりますが、現実としては下降気味という状況があるのではないかと

考えております。 

ただ、将来というとなかなか予測がつかない状況でございまして、ＴＰＰ

の問題やらその関係によっては、また大きな変動が考えられるのかなと思っ

ております。いずれにいたしましても賃借料を物納という形で納めた場合の

基準として、今回このように表記させていただきましたが、実際の売買の取

引実例についてはもう少し高額な数字になるのかなと思っております。 

ただ、多く出回ればそれだけ価格が下がる、不作であればそれだけ高くな

る、そういった気象状況によっても異なってまいりますが、そういう事情も

ございまして、この価格につきまして我々も農家の所得ということを考えた

ときには最大の関心事でございます。やはり上がっていただくことが大事で

あるというふうに考えております。 

◆１１番（戸部委員）これは農家に対して大体の賃借料ということで水準点を

示すものであるので、例えば玄米６０㎏当たりいくらというのは今までは大

体２０，０００円くらいだった訳だけれども、ただこれが下がって今農協当

たりでも１６，０００円くらいと言われている訳です。ですから、そういう

意味で言うと米ができたからできないからではなくて、現実はどうなのかと

いうことで判断して行かないと、正確な賃借料水準とはいえないのではない

かということであって、その辺はどう考えておりますか。 

◎吉田次長 玄米で賃借料を支払っている方につきましては、今回の水準につ

きましては金額で一つの参考として表示をしなければならないことから、玄

米を金額に換算しなければいけない訳でございまして、この算出については

農協の価格を一つの参考とさせていただきました。個々には色々な取引事例

があろうかとは思いますが、あくまでも表示としての一つの目安を出すため

に、農協さんからお聞きいたしまして算出いたしました。 

なお、米の価格については今後色々動向があろうかと思いますが、毎年、

このような計算をいたしまして、数値を更新してまいりたいと考えておりま

す。 

◆１１番（戸部委員）私はですね、そういう世の中の変化に応じてですね、そ

ういうこともあるということでですね、これからの検討材料にしていただけ

ればいいといっておる訳でございまして、分かりました。 

○高市議長 ほかに御質問ありますか。 

◆３番（坂巻委員）データの数がですね、水稲が７７件、畑が８４件というこ
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とですが、この抽出方法はどのようにされたのでしょうか。 

◎吉田次長 こちらの水準を算出する際には、決められた算出する方法がござ

いまして、基礎とするデータは農地法の３条の貸し借り、また、農用地利用

集積事業によっての貸し借りがございますので、この二つのデータを基にし

なさいということになっております。これは水準の策定マニュアルに書かれ

ている訳でございますが、その中で農地法の３条と農用地利用集積事業のデ

ータを使うことになっておりますので、その件数でございます。つまり、去

年の１月から１２月までに、流山市農業委員会に申請のあった３条と農用地

利用集積事業の件数でございます。 

高市議長 ほかにございますか。 

（なしの声あり） 

○高市議長 特にないようですので、次に進みます。 

 

○高市議長 次に、報告第７号「専決処理の報告について」報告を求めます。

吉田次長 

◎吉田次長 議案書の１２ページでございます。 

報告第７号  

専決処理の報告について 

流山市農業委員会事務局規定第７条第１項の規定により、次のとおり専決

処理したので、同条第２項の規定により報告する。 

平成２３年２月２１日報告  

流山市農業委員会長 高市 正義 

最初に、１番、農地法第４条第１項第７号の規定による届出でございます。 

これは先月の１月分でございまして、４件の届出がございました。 

いずれも内容につきましては記載のとおりでございます。添付書類も含め

まして完備しておりましたので、事務局長専決により、書類を受理いたしま

した。 

次に、転用目的別の内訳といたしましては、住宅用地が２件、店舗が１件、

宅地拡張が１件でございました。 

以上、４件、６筆、２，７７０㎡、地目別の内訳といたしましては、田、

１筆、１３４㎡、畑、５筆、２，６３６㎡でございました。 

次に議案書の１３ページでございます。 

２番、農地法第５条第１項第６号の規定による届出でございますが、こち

らも先月の１月分でございまして、全部で１３件の届出がございました。 

内容につきましてはいずれも記載のとおりでございます。添付書類も含め

まして完備しておりましたので、事務局長専決により、書類を受理いたしま
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した。 

次に、移転の原因別の内訳といたしましては、１３件のいずれもが売買で

ございました。 

また、転用目的別といたしましては、住宅用地が１２件、駐車場が１件で

ございました。 

以上、１３件、１３筆、５，６３７㎡、内訳は田が１筆３３０㎡、畑が１

２筆、５，３０７㎡でございました。 

以上でございます。 

○高市議長 ただいま報告がありましたが、御質問、御意見がございましたら

承ります。 

（なしの声あり） 

○高市議長 特にないようですので、次に進みます。 

 

○高市議長 以上をもって、本日の定例総会に付議されました案件は、すべて

議了いたしました。 

  これをもって、平成２３年第２回流山市農業委員会総会を終了いたします。  

長時間の慎重審議をいただきありがとうございました。 

△閉会 午後３時５８分 

 

この議事録は、真正であることを認めて署名する。 

平成２３年２月２１日 

 

 流山市農業委員会長  高市 正義 

 

 流山市農業委員会委員  大作 榮 
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